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陳 述 書

財団法人 化学物質評価研究機構
久留米事業所

試験委託者 独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構

試験の表題 トリエチルジフェニル [別名 : トリエチルビフェニル ]( 被験物質

番号 K-264C) のコイにおける濃縮度試験

試 験 番 号 505016

本最終報告書 (電子媒体上のPDFファイル) は、上記試験の最終報告書を正確にコピー

したものです。

之の多年ク月zz‐日

・
.

-琵琶圏襲撃誓
運営管理者



最 終 報 告 書

トリエチルジフェニル 賜り名 : トリエチル ビフェニル ]

コイにおける濃縮度試験

(試験番号 :505016)

: トリエチルビフェニル ]( 被験物質番号 K-264C) の

化学 堀 } ‘ 構
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陳 述 書

財団法人 化学物質評価研究機構

久留米事業所

試験委託者 独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構

試験の表題 トリエチルジフェニル [別名 : トリエチルビフェニル ]( 被験物質

番号 K‐264C) のコイにおける濃縮度試験

試 験 番 号 505016

上記試験は以下のGLPに従って実施したものです。

(1)「新規化学物質に係る試験及び指定化学物質に係る有害性の調査の項日等を定め
る省令第4条に規定する試験施設に関する基準」 (環保業第39号、薬発第229号、

59基局第 85号、昭和 59年 3月 31日、平成 12年 3月 1日改正 )

(2) 「OECD Principles of Good Laboratory Practice 」 (November 26,1997)

また、本最終報告書は生データを正確に反映しており、試験データが有効であること

を確認しています。

ふoe リ・年 7‐月 ′ぢ 日

試験責任者
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信頼性保証書

財団法人化学物質評価研究機構
久留米事業所

試験委託者 独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構

試験の表題 トリエチルジフエニル [別名 :トリエチルビフェニル]( 被験物質
番号 K‐264C)のコイにおける濃縮度試験

試験番号 505016

上記試験は財団法人化学物質評価研究機構久留米事業所の信頼性保証部門が監査又は査察
を実施しており、監査又は査察を行った内容、日付並びに試験責任者及び運営管理者に報告を行
った日付は以下の通りです。

監査又は査察内容 監査又は査察日 報告日 (試験責任者) 報告日 (運営管理者)
試 験 計 画 書 2003年 12月 8 日 2003年 12月 8 日 2003年 12月 8 日

2004年 2月 19 ロ 2004年 2 月 19日 2004年 2 月 19 日
2004年 3月 1 日 2004年 3月 1日 2004年 3 月 1 日
2004年 3月 16 日 2004年 3月 16 日 2004年 3 月 16 日
2004年 6月 2 日 2004年 6月 2月 2004年 6月 2 日
2004年 6月 28日 2004年 6月 28 日 2004年 6月 28 日

試 験 実 施 状 況 2003年 12月 9 日 2003年 12月 19日 2003年 12月 19 日
2003年 12月 18 日 2003年 12月 19日 2003年 12月 19日
2003年 12月 19日 2003年 12月 19日 2003年 12月 19 日
2003年 12月 26 日 2004年 1月 6日 2004年 1月 6 日
2004年 1月 5 日 2004年 1月 6 日 2004年 1月 6 日
2004年 2月 20 日 2004年 3月 1 日 2004年 3月 1日
2004年 2月 24 日 2004年 3月 1 日 2004年 3月 1日
2004年 2月 26 日 2004年 3月 1 日 2004年 3月 1日
2004年 2月 27日 2004年 3月 1 日 2004年 3月 1日

生データ及び最終報告書 2004年 7月 15日 2004年 7月 15日 2004年 7 月 15 日

本最終報告書は、試験の方法が正確に記載されており、内容が試験計画書及び標準操作手順書に
従い、かつ、生データを正確に反映していることを保証します。

“ o学年グ月ノぢ日

信頼性保証部門責任者 一 撃だノリご ~.~--
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試 験 日程
試 験 開 始 日
実 験 開 始 日
実 験 終 了 日
試 験 終 了 日

2003年 12月 8日
2003年 12月 19日
2004年 3月 12日
2004年 7月 15日

試資料の保管

(1)被験物質
提供試料を保管用容器に入れ密栓後、安定に保存しうる期間久留米事業所試料
保管室に保管する。

(2) 生データ、資料等

生データ、試験計画書、試験依頼書、その他必要な資料等は最終報告書と
共に、試験委託者から通知を受けるまでの期間、久留米事業所資料保管室に
保管する。

試験関係者
試 験 責 任 者

試 験 担 当 者
(濃縮度試験の実施)

飼 育 管 理 責任 者

急性毒性試験担当者

一 芸所属 試験第 認
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最終報告書の承認
JOOL.′年 ク 月′5h日

試 験 責 任 者
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1, 被 験 物 質

本報告書においてK-264Cは、次の名称等を有するものとする。

1.1 名 称 トリエラル ビフェニル

1.2 構造式等

構造式

(C2H5) , t(C2H5)n

で >〔α (
m 十n=3 m,n は整数

分子式 C18H22

分子量 238,37

CAS NQ, 42343 ‐17‐9

1,3 提供者、商品名及びロッ ト番 =

(1)提 供 者

(2)商 品 名 影.零略継ぎごま
(3) ロット番号

びロッ ト番 =

　　　　　 　

影響~雛鰹響き響き,堀
　　　　　　　　　　　　　 　

*1 提供者添付資料による。

14 純 度き2

(1) 被 験 物 質 79,5%

(2) 不 純 物 テ トラエチル ビフェニル 1.0%

ジエチル -9ーメチル フルオ レン 15,4%

その他 4,1%

被験物質は純度で補正して取り扱った。

*2 GCによる。
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